
                 2024年(令和 6年 7月 17日)  

 

「びわこ地球市民の森」竹林整備後の竹の活用(実習)と 

森の危険な生物(講義)   (樹木医 信田繁治先生) 

 

「説明」午前は竹についての講義と一輪挿しの作成に挑戦!!!  

       

  ・信田先生の講義             ・放置すると竹林はこうなる。 

 定期的にボランティア活動で 

整備を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

モウソウチク・マダケ・ハチクの 

見分け方を覚えておこう。 

ちょっとした「竹」博士になれる

かも。 

 

 

 



  

 

 



・竹林整備後の竹の一輪挿し制作に挑戦!!!! 

    

 

   
 

・講義の様子 



 

 

 

 

 



   

 

  
 

◎私たちが、実習や家庭での樹木・野菜の管理、剪定等を行う場合、《しっかり観察する》 

 ことが、病虫害の早期発見することにより、早期対策が可能となる。 

 

その中で、特に【ハチ】に刺された経験者が園芸学科の学生にもいるので、園芸・剪定作業

においては、服装にも留意して刺されることがないように、しかも過去に刺された経験のあ

る人は特に要注意。 

 

 『アナフィラキシー』というハチ毒が原因で起こる急性アレルギー反応は、大変危険なの

に紹介しています。

         



『ヤマビルに注意と対策』 

   

 

 

 

 

  

  



  

  

 

 

★2023.06.28 のホームページ「樹木病害虫の診断と防除」(信田先生)も参考にして 

ください。 



 

＝ 夏を見つめた日 ＝ 

 

 

 

 もう少し 南風が強く吹いてくれれば 真っ青な空になる 浜辺に 

素足のまま きつと 君はＴシャツを揺らしながら 駆けて来そうな気がした 

 

 海と話をする君  波と戯れる君 

   焼け付く白い砂と 夏の輝く瞳で 僕を惑わす 

  

      風が少し吹いて来たのだろう  君の長い髪をなびかせる 

 

    僕は 木陰からずっと 夏を見ていた  

 

波に歌う光の調べが ときめく胸を通り抜けていく 

時間がもっとほしいと願う時ほど  

はかなくて美しいことを 

君の 焼けた背中に 短い夏を見た 

 

波が 君の足跡を消す前に 

風が 君のＴシャツを乾かす前に 

ポケットに夏の砂と 笑っている君を入れて 

        さわがしい街に もどらないと 

  

             やがて 秋がくるから  

 

（T.O） 


